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社
会
知
性
開
発
研
究
セ
ン

タ
ー
／
ア
ジ
ア
産
業
研
究
セ

ン
タ
ー
（
代
表

小
林
守
商

学
部
教
授
）
の
今
年
度
２
回

目
と
な
る
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
「
ベ
ト
ナ
ム
の
地
域
発
展

と
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
」
が
９
月

５
日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で

開
催
さ
れ
た
。
中
国
、
タ
イ

に
代
わ
る
新
た
な
生
産
拠
点

と
し
て
成
長
す
る
ベ
ト
ナ
ム

に
つ
い
て
、
日
本
の
中
小
企

業
の
視
点
か
ら
進
出
す
る
チ

ャ
ン
ス
と
リ
ス
ク
が
議
論
さ

れ
た
。

　
講
演
し
た
の
は
、
ベ
ト
ナ

ム
国
民
経
済
大
学
副
学
長
の

ト
ラ
ン
・
チ
・
バ
ン
・
ホ
ア

氏
と
、
ダ
ナ
ン
経
済
大
学
准

教
授
の
グ
エ
ン
・
フ
ー
・
グ

エ
ン
氏
。
英
語
で
の
講
演
を

小
林
教
授
が
通
訳
し
た
。
バ

ン
・
ホ
ア
氏
は
、
ベ
ト
ナ
ム

の
投
資
環
境
を
説
明
し
た
上

で
「
介
護
施
設
や
無
農
薬
野

菜
な
ど
日
本
の
質
の
高
い
サ

ー
ビ
ス
や
商
品
へ
の
期
待
は

高
い
」
と
有
望
な
参
入
分
野

を
提
示
。
グ
エ
ン
氏
は
現
地

企
業
間
の
連
携
・
協
力
の
現

状
を
説
明
し
た
。

　
小
林
教
授
は
ベ
ト
ナ
ム
で

の
現
地
調
査
を
も
と
に
「
メ

コ
ン
地
域
は
国
境
地
帯
。
縦

横
に
街
道
が
整
備
さ
れ
、
物

流
網
の
完
成
と
と
も
に
各
国

の
資
本
が
ラ
オ
ス
や
カ
ン
ボ

ジ
ア
に
進
出
し
て
い
る
」
と

報
告
。
人
件
費
の
安
さ
だ
け

で
な
く
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
経
済

共
同
体
と
し
て
の
広
が
り
に

も
価
値
が
あ
る
と
述
べ
た
。

　
上
田
和
勇
商
学
部
教
授
の

司
会
で
パ
ネ
ル
討
論
が
行
わ

れ
、
ダ
ナ
ン
経
済
大
学
准
教

授
の
グ
エ
ン
・
チ
ュ
ン
・
キ

エ
ン
氏
、
独
立
行
政
法
人
中

小
企
業
基
盤
整
備
機
構
シ
ニ

ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
山
本
恵

氏
も
参
加
。
キ
エ
ン
氏
は
ベ

ト
ナ
ム
経
済
の
問
題
点
を

「
高
コ
ス
ト
体
質
の
国
有
企

訃
　
　
報

　
石
原
秀
男
氏
（
い
し
は
ら

・
ひ
で
お
）
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

情
報
学
部
教
授

　
９
月
19
日
、
54
歳
で
死

去
。
１
９
９
２
年
入
職
。
主

な
担
当
は
、
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム

と
デ
ー
タ
構
造
。

　
赤
羽
新
太
郎
氏
（
あ
か
は

ね
・
し
ん
た
ろ
う
）
商
学
部

教
授

　
９
月
24
日
、
65
歳
で
死

去
。
１
９
８
５
年
入
職
。
主

な
担
当
は
、現
代
ビ
ジ
ネ
ス
。

　
９
月
号
２
面

の
「
高
校
生
の

司
書
就
業
体
験
」
の
写
真
説

明
で
、「
座
間
高
校
」
と
あ

る
の
は
「
座
間
総
合
高
校
」

の
誤
り
で
し
た
。
お
わ
び
し

て
訂
正
し
ま
す
。

お
わ
び

商
・
中
原
講
師
の

共
同
研
究
が
受
賞

　
商
学
部
の
中
原
孝
信
講
師

（
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
情
報
）

の
共
同
研
究
「
消
費
者
マ
イ

ン
ド
の
概
念
化
と
分
類
モ
デ

ル
の
生
成
」
が
日
本
オ
ペ
レ

ー
シ
ョ
ン
ズ
・
リ
サ
ー
チ
学

会
（
大
宮
英
明
会
長
）
の
事

例
研
究
賞
を
受
賞
し
た
。

　
同
賞
は
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

ズ
・
リ
サ
ー
チ
（
※
）
の
優

れ
た
事
例
研
究
に
対
し
て
贈

ら
れ
る
も
の
。
共
同
研
究
者

は
中
原
講
師
の
ほ
か
羽
室
行

信
（
関
西
学
院
大
学
）、
宇

野
毅
明
（
国
立
情
報
学
研
究

所
）、
北
島
聡
（
Ｋ
Ｓ
Ｋ
ア

ナ
リ
テ
ィ
ク
ス
）
の
３
氏
。

　
授
賞
式
は
同
学
会
秋
季
研

究
発
表
会
（
９
月
11
日
、
九

◀
　
大
宮
会
長
か
ら
表
彰
さ
れ

る
中
原
講
師
（
右
）

州
工
大
戸
畑
キ
ャ
ン
パ
ス
で

開
催
）
の
席
上
行
わ
れ
た
。

　
※
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
・

リ
サ
ー
チ

限
ら
れ
た
資
源

を
有
効
に
利
用
し
て
目
的
を

最
大
限
に
達
成
す
る
た
め
の

意
思
決
定
を
数
学
的
・
科
学

的
に
行
う
手
法
。

科
研
費
新
規
課
題

採
択
率
40
・
３
％

　
本
年
度
の
科
学
研
究
費
助

成
事
業
（
科
研
費
※
〈
補
助

金
分
・
基
金
分
〉）
の
配
分

状
況
が
９
月
16
日
、
文
部
科

学
省
か
ら
公
表
さ
れ
、
本
学

の
新
規
課
題
採
択
率
は
40
・

３
％（
全
国
平
均
26
・
５
％
）

で
、
新
規
応
募
件
数
が
50
件

以
上
の
研
究
機
関
の
中
で
７

位（
私
大
２
位
）と
な
っ
た
。

　
※
科
研
費

人
文
・
社
会

科
学
か
ら
自
然
科
学
ま
で
す

べ
て
の
分
野
に
わ
た
り
、
基

礎
か
ら
応
用
ま
で
の
あ
ら
ゆ

る
「
学
術
研
究
（
研
究
者
の

自
由
な
発
想
に
基
づ
く
研

究
）」
を
格
段
に
発
展
さ
せ

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
「
競

争
的
研
究
資
金
」。
文
部
科

学
省
お
よ
び
日
本
学
術
振
興

会
の
事
業
で
、
専
門
分
野
の

近
い
複
数
の
研
究
者
に
よ
る

審
査
に
よ
り
、
独
創
的
・
先

駆
的
な
研
究
に
対
す
る
助
成

を
行
う
。

▲　パネル討論で意見を述べるバン・ホア副学長（中央）

業
が
流
通
を
支
配
し
て
い
る

こ
と
」
と
指
摘
。
山
本
氏

は
、
ベ
ト
ナ
ム
の
最
低
賃
金

と
企
業
の
社
会
保
険
負
担
率

が
来
年
か
ら
上
昇
す
る
こ
と

を
挙
げ
「
日
本
企
業
の
ベ
ト

ナ
ム
へ
の
進
出
意
欲
は
落
ち

着
い
て
き
た
」
と
最
近
の
動

向
を
語
っ
た
。

　
聴
講
者
の
中
に
は
、
良
質

で
風
味
の
良
い
ベ
ト
ナ
ム

茶
の
輸
入
を
企
画
中
と
い

う
経
済
学
部
Ｏ
Ｂ
の
男
性

も
。「
ベ
ト
ナ
ム
の
生
の
情

報
が
得
ら
れ
る
の
は
あ
り

が
た
い
」
と
聞
き
入
っ
て
い

た
。

新たな中小企業の生産拠点

ベトナムから講師招き国際シンポ

アジア産業研究センター

齊
藤

彰
さ
ん

　
も
と
も
と
は
検
察
官
を
志

望
し
、
日
髙
義
博
ゼ
ミ
で
刑

法
を
学
ん
だ
。
弁
護
士
事
務

所
で
研
修
し
、
自
身
の
生
き

方
を
考
え
る
う
ち
に
、
徐
々

に
弁
護
士
を
目
指
す
よ
う
に

な
っ
た
。「
最
初
は
刑
事
し

か
視
野
に
入
っ
て
い
な
か
っ

た
が
、
民
事
で
も
困
っ
て
い

る
人
を
救
う
こ
と
が
で
き

る
。
民
事
で
こ
そ
救
え
る
人

の
手
助
け
を
し

た
い
」と
志
す
。

　
大
学
に
入
学

し
て
か
ら
の
７

年
間
は
勉
強
漬
け
の
日
々
。

少
な
く
と
も
１
日
12
時
間
は

机
に
向
か
い
「
遊
ぶ
時
間
は

ま
っ
た
く
な
か
っ
た
」
と
振

り
返
る
。
今
年
は
正
月
か
ら

５
月
の
司
法
試
験
ま
で
休
み

な
く
法
科
大
学
院
に
通
っ

た
。「
な
ん
と
し
て
も
司
法

試
験
を
突
破
し
て
法
曹
界
に

入
る
。
そ
の
強
い
気
持
ち
で

乗
り
切
り
ま
し
た
」。
難
関

突
破
の
極
意
は
「
正
し
い
努

力
を
諦
め
ず
ひ
た
す
ら
続
け

る
の
み
」
と
き
っ
ぱ
り
。

　
専
修
大
学
法
科
大
学
院
で

は
「
教
職
員
の
皆
さ
ん
に
支

え
ら
れ
、
院
生
同
士
助
け
合

い
な
が
ら
勉
強
で
き
た
」。

　
司
法
試
験
合
格
後
、
恩
師

で
あ
る
日
髙
理
事
長
か
ら
は

祝
福
と
と
も
に
、
今
後
は
依

頼
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
大
事
と
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
た
。
そ
の
言
葉
を

胸
に
「
依
頼
者
が
笑
顔
に
な

る
よ
う
な
弁
護
士
」
に
向
か

っ
て
力
強
く
一
歩
を
踏
み
出

す
覚
悟
だ
。

　
一
般
民
事
を
担
当
す
る

弁
護
士
を
希
望
し
て
い
る

が
「

広

く

深

く
、

い

ろ

い

ろ
な
分
野
を

扱

い
、

最

高

の
結
果
を
残
せ
る
弁
護
士
に

な
り
た
い
」
と
目
標
を
掲
げ

る
。（

平
26
修
了
、
平
24
法
）

諦
め
ず
努
力
す
る
の
み

齊
藤

真
代
さ
ん

　「
法
律
の
世
界
は
、
何
が

や
り
た
い
か
見
い
だ
せ
ず
に

い
た
私
に
と
っ
て
、
初
め
て

将
来
や
り
た
い
と
思
う
も
の

を
与
え
て
く
れ
た
」
と
話
す

齊
藤
さ
ん
。
大
学
で
学
ぶ
う

ち
に
、「
法
律
が
日
常
生
活

の
多
様
な
場
面
で
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
い
る
身
近
な
も

の
だ
と
気
付
き
、
興
味
と
好

奇
心
を
抱
い
た
」
と
い
う
。

　
法
科
大
学
院

は
少
人
数
制
で

自
習
室
も
整
備

さ
れ
、
集
中
し

て
勉
強
で
き
た
。
苦
手
科
目

の
克
服
の
た
め
、
繰
り
返
し

過
去
問
に
取
り
組
み
、
ど
れ

ほ
ど
め
く
っ
た
か
分
か
ら
な

い
六
法
は
書
き
込
み
で
真
っ

黒
に
。
論
文
式
試
験
対
策
で

は
、
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
の
講
師
陣
に
も
指
導

を
受
け
た
。

　
何
度
も
諦
め
よ
う
と
思
っ

た
が
、「
こ
こ
ま
で
苦
労
し

た
も
の
を
形
に
し
た
い
。
自

分
に
だ
け
は
負
け
た
く
な

い
」
と
踏
ん
張
っ
た
。
つ
ら

い
時
に
は
法
曹
関
係
の
ド
ラ

マ
を
見
た
り
、
裁
判
所
の
あ

る
霞
が
関
を
散
歩
し
た
り
し

て
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め

た
。

　
今
後
、
ど
の
道
に
進
む
か

は
ま
だ
決
め
て
い
な
い
。

「
法
に
携
わ
る
者
は
、
一
つ

の
意
見
に
固
執
せ
ず
、
物
事

を
多
角
的
に
捉
え
る
な
か

で
、
自
分
の
意
見
を
決
定
す

る
と
い
う
思
考
を
必
要
と

す
る
」
と
の
思
い
か
ら
、

「
法
律
の
規
定
を
踏
ま
え
つ

つ
も
、
実
際
の
事
例
で
の
問

題
を
幅
広
く
捉
え
、
実
質
的

な
解
釈
を
し

て
い
く
よ
う

努
力
し
て
い

き
た
い
」
と

明
る
く
笑
う
。
将
来
的
に
は

国
際
的
な
分
野
に
も
挑
戦
し

た
い
と
夢
は
広
が
る
ば
か
り

だ
。（

平
24
修
了
、
平
21
法
）

真
っ
黒
に
な
っ
た
六
法

　
２
０
１
５
年
の
司
法
試
験
の
結
果
が
９
月
８

日
、
法
務
省
か
ら
発
表
さ
れ
、
専
修
大
学
法
科
大

学
院
修
了
者
は
13
人
が
合
格
し
た
。
合
格
者
を
代

表
し
て
、
２
人
に
法
科
大
学
院
で
の
学
び
や
今
後

の
抱
負
な
ど
を
聞
い
た
。

司法試験 

13人合格

加藤　正太さん

中山　智木さん

柴山　学さん

高橋　秀和さん

澤田　剛司さん

渥美　雅大さん

飯野　友章さん

大塚　淳さん

森本　健一さん

二部　新吾さん

野村　康春さん




